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新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
昨
年
８
月
以
降
の
度
重
な
る

台
風
な
ど
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
及

び
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
関
東
森
林
管
理
局
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
に

努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
安
全
な

国
土
づ
く
り
、
緑
の
国
土
強
靱
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
先

人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
育
ま
れ
て
き

た
我
が
国
の
人
工
林
資
源
は
、
今
、
本
格

的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
昨
年
９

月
に
公
表
さ
れ
た
平
成
27
年
の
木
材
自
給

率
は
33
・
3
％
と
な
り
、
５
年
連
続
で
上

昇
し
て
い
ま
す
。

豊
富
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
更
に

推
し
進
め
、
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で

す
。
昨
年
５
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
た

な
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
は
、
10
年

後
の
国
産
材
の
供
給
量
を
現
状
の
１
・
７

倍
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、

「
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
」
と

「
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
」
を
車
の
両

輪
と
し
て
、
各
般
の
施
策
を
総
合
的
に
講

じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
野
事
業
が
一
般
会
計
化
さ
れ
、

公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
一
層
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
さ
れ
て
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
き
ま
し
て
は
、

森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図

る
た
め
、
森
林
の
整
備
・
保
全
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
に
加
え
、
林
業
・
木
材
産

業
の
成
長
産
業
化
や
地
方
創
生
に
積
極
的

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
、
国
有
林

に
お
け
る
施
業
方
法
を
大
き
く
見
直
す
と

と
も
に
、
新
た
な
施
業
方
法
が
民
有
林
に

も
広
く
普
及
し
て
い
く
よ
う
、
現
地
検
討

会
の
開
催
等
の
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
間
伐
に
つ
い
て
は
原

則
、
列
状
間
伐
に
す
る
、
伐
採
後
の
苗
木

の
植
栽
本
数
・
下
刈
り
回
数
を
見
直
す
、

コ
ン
テ
ナ
苗
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
、
高

性
能
林
業
機
械
を
利
用
し
て
伐
採
、
地
ご

し
ら
え
、
植
栽
等
の
作
業
を
連
続
し
て
行

う
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
い
っ

た
取
組
を
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
も
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
民
有
林
と
国
有
林
が
隣
接
す

る
地
域
に
お
い
て
、
民
有
林
と
国
有
林
が

連
携
し
て
路
網
整
備
や
相
互
利
用
を
行
う

森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
、
国
有
林
材

と
民
有
林
材
を
ま
と
め
て
安
定
的
な
販
売

を
行
う
シ
ス
テ
ム
販
売
等
の
取
組
を
更
に

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
国
有
林
の
組
織
・

技
術
力
・
資
源
を
活
か
し
、
市
町
村
森
林

整
備
計
画
の
作
成
支
援
な
ど
、
民
有
林
行

政
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

各
地
で
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
野
生

鳥
獣
害
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
東
森
林
管

理
局
は
、
国
有
林
に
お
け
る
シ
カ
の
捕
獲

対
策
を
昨
年
か
ら
強
化
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
関
係
者
の
皆
様
方
と
密
接
に
連

携
し
な
が
ら
、
野
生
鳥
獣
害
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

花
粉
症
対
策
苗
木
へ
の
植
え
替
え
な
ど
、

花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
も
、
更
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
５
月
に
は
、
観
光
立
国
推
進
閣
僚

会
議
に
お
い
て
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
政
府
一

丸
、
官
民
を
挙
げ
て
「
観
光
先
進
立
国
」

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。
山
村
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
を
は
じ
め
と
す

る
国
有
林
を
積
極
的
に
活
用
す
る
取
組
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
３
月
に
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生

か
ら
６
年
を
迎
え
ま
す
が
、
被
災
地
の
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
に
向
け
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
数
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
関
東
森
林
管
理
局
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
、
関
係
自
治
体
等
と

の
密
接
な
連
携
の
下
、
国
有
林
の
除
染
、

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
整
備
、
森
林
施

業
の
再
開
や
里
山
の
再
生
に
向
け
た
各
種

事
業
の
実
施
等
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

国
有
林
は
、
国
民
共
通
の
財
産
で
す
。

関
係
者
の
皆
様
方
と
の
連
携
を
よ
り
密

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
民
の
皆

様
の
多
様
な
御
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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年
頭
の
ご
挨
拶



大
北
川
渓
畔
林
再
生
試
験
に
つ
い
て
、
３

回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
（
第
３
回
）

前
回
は
侵
入
し
て
き
た
高
木
性
広
葉
樹
の

う
ち
、
更
新
木
（
胸
高
直
径
５
㎝
以
上
）

の
10
年
間
の
推
移
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今

回
は
胸
高
直
径
５
㎝
未
満
の
侵
入
し
て
き

た
高
木
性
広
葉
樹
の
推
移
を
、
５
つ
の
調

査
プ
ロ
ッ
ト
の
う
ち
、
伐
採
率
の
異
な
る

３
つ
の
プ
ロ
ッ
ト
を
中
心
に
見
て
い
き
ま

す
。

種
子
調
査

●
種
子
源
調
査
（
図
１
）

種
子
源
調
査
は
シ
ー
ド
ト
ラ
ッ
プ
周
辺

約
30
ｍ
で
行
い
ま
し
た
。
各
プ
ロ
ッ
ト
の

胸
高
断
面
積
（
Ｂ
Ａ
）
上
位
３
種
を
見
る

と
バ
ラ
バ
ラ
で
、
全
プ
ロ
ッ
ト
で
も
重
複

す
る
種
は
わ
ず
か
２
種
で
し
た
。
こ
れ
は

水
際
ま
で
造
林
地
と
し
た
影
響
と
思
わ
れ

ま
す
。

●
落
下
種
子
量
（
図
２
）

落
下
種
子
量
は
各
プ
ロ
ッ
ト
で
種
子
源

と
同
じ
樹
種
が
全
て
の
プ
ロ
ッ
ト
で
90
％

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
種
子
源
は
偏
り

が
あ
る
中
で
、
落
下
種
子
は
近
在
の
種
子

源
が
実
生
更
新
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と

分
か
り
ま
し
た
。

発
生
稚
樹
の
動
態

●
実
生
の
定
着
状
況
（
図
３
）

落
下
種
子
か
ら
稚
樹
が
ど
の
位
発
生
し
、

そ
の
後
定
着
し
て
い
る
か
、
図
に
し
ま
し

た
。当

年
実
生
は
伐
採
率
に
か
か
わ
ら
ず
伐

採
か
ら
２
～
３
年
目
が
ピ
ー
ク
で
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
上
層
の
閉
鎖
で
は
な

く
、
下
層
の
繁
茂
に
よ
る
鈍
化
と
思
わ
れ

ま
す
。

立
本
数
は
当
年
実
生
の
ピ
ー
ク
か
ら
の

推
移
が
プ
ロ
ッ
ト
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

・
プ
ロ
ッ
ト
１
：
維
持
→
漸
減

・
プ
ロ
ッ
ト
２
：
漸
増
→
漸
減

・
プ
ロ
ッ
ト
４
：
漸
減
（
３
・
５
も
同
様
）

●
最
多
当
年
発
生
樹
種

そ
の
年
に
最
も
多
く
発
生
す
る
樹
種
は
、

全
体
の
傾
向
と
し
て
、
安
定
し
た
種
子
量

で
耐
陰
性
の
高
い
カ
エ
デ
属
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

・
プ
ロ
ッ
ト
１
：
最
初
か
ら
カ
エ
デ
属
多
い

・
プ
ロ
ッ
ト
２
：
最
初
か
ら
カ
エ
デ
属
多
い

・
プ
ロ
ッ
ト
４
：
途
中
か
ら
カ
エ
デ
属
が
多
く

な
る
（
３
・
５
も
同
様
）

●
最
多
成
立
樹
種

発
生
し
た
実
生
稚
樹
は
消
え
る
も
の
も
多

く
、
そ
の
年
に
最
も
多
く
成
立
す
る
樹
種

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
は
プ
ロ
ッ
ト

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
全
体
の
傾
向
と
し

て
、
先
駆
的
樹
種
か
ら
安
定
し
た
種
子
量

で
耐
陰
性
の
高
い
樹
種
へ
変
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
プ
ロ
ッ
ト
５
は
先
駆
的
樹
種
の
ま

ま
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
発
生
樹

種
と
下
層
の
繁
茂
状
況
に
よ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

・
プ
ロ
ッ
ト
１
：
２
年
目
に
大
量
発
生
し
た
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
が
そ
の
ま
ま
最
多
成
立
樹
種
と
し

て
残
り
続
け
た
。

・
プ
ロ
ッ
ト
２
：
３
年
目
に
大
量
発
生
し
た
オ

オ
モ
ミ
ジ
が
そ
の
ま
ま
最
多
成
立
樹
種
と
し
て

残
り
続
け
た
。

・
プ
ロ
ッ
ト
３
：
２
年
目
に
大
量
発
生
し
た
ヤ

マ
グ
ワ
は
３
年
目
に
ほ
ぼ
消
え
、
大
量
発
生
し

た
エ
ゴ
ノ
キ
が
そ
の
ま
ま
最
多
成
立
樹
種
と
し

て
残
り
続
け
た
。

・
プ
ロ
ッ
ト
４
：
２
年
目
に
大
量
発
生
し
た
ヤ

マ
グ
ワ
は
３
年
目
に
は
全
て
消
え
、
大
量
発
生

し
た
エ
ゴ
ノ
キ
が
そ
の
ま
ま
最
多
成
立
樹
種
と

し
て
残
り
続
け
た
。

・
プ
ロ
ッ
ト
５
：
２
～
３
年
目
に
大
量
発
生
し

た
オ
オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
が
そ
の
ま
ま
最
多
成
立
樹

種
と
し
て
残
り
続
け
た
。

稚
樹
の
成
長

高
木
性
広
葉
樹
の
稚
樹
が
競
合
す
る
低

木
類
等
の
植
生
高
か
ら
抜
け
て
い
る
か
を

見
る
た
め
、
タ
テ
に
植
生
高
・
ヨ
コ
に
植

生
調
査
枠
（
コ
ド
ラ
ー
ド
）
を
左
か
ら
順

に
な
ら
べ
ま
し
た
。
調
査
枠
１
の
左
は
河

川
で
、
順
に
河
川
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
す

（
図
４
）
。

伐
採
率
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
稚
樹
高
は

競
合
す
る
低
木
類
を
超
え
な
い
と
こ
ろ
が

散
見
さ
れ
ま
す
。
（
３
・
５
も
同
様
）

ま
と
め

前
回
紹
介
し
た
更
新
木
の
推
移
で
は
、

渓
畔
林
再
生
の
目
安
と
す
る
林
分
に
近
づ

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
が
、
今

回
紹
介
し
た
稚
樹
の
推
移
で
は
、
実
生
か

ら
の
渓
畔
林
再
生
の
流
れ
が
続
く
か
は
そ

れ
ぞ
れ
の
条
件
の
違
い
に
よ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
林
床
の

状
況
に
よ
っ
て
は
更
新
補
助
作
業
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
更
新
補

助
作
業
の
試
験
は
別
途
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
研
究
と
併
せ
て
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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図１

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

図２
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私
が
勤
務
す
る
妙
高
森
林
事
務
所
は
、

新
潟
県
南
西
部
の
妙
高
市
に
位
置
し
、
長

野
県
境
付
近
の
国
有
林
約
１
１
５
０
０
ha

を
管
轄
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
妙

高
戸
隠
連
山
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

管
内
に
は
「
笹
ヶ
峰
自
然
休
養
林
」
、

「
妙
高
遊
々
の
森
」
に
指
定
さ
れ
た
国
有

林
も
あ
り
、
「
笹
ヶ
峰
自
然
休
養
林
」
で

は
、
笹
ヶ
峰
・
夢
見
平
遊
歩
道
な
ど
で
森

林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

管
内
国
有
林
の
多
く
は
天
然
林
で
あ
り

人
工
林
面
積
は
全
体
の
約
６
％
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

豪
雪
地
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
人
工

林
箇
所
で
は
、
成
長
が
お
も
わ
し
く
な
い

と
こ
ろ
や
、
雪
に
よ
る
根
曲
が
り
な
ど
、

森
林
施
業
で
は
厳
し
い
面
も
あ
り
、
現
地

に
対
応
し
た
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
行
っ
た
監
視
カ
メ
ラ
で
の
鳥
獣
生

息
調
査
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
区
の
調
査
に

よ
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

生
息
範
囲
広
が
っ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
、

ま
だ
被
害
は
出
て
い
な
い
も
の
の
、
今
後
、

対
応
策
の
検
討
が
急
が
れ
ま
す
。

「
妙
高
遊
々
の
森
」
で
は
協
定
相
手
の

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
に
よ
り
、
毎

年
多
く
の
学
校
・
団
体
が
、
国
有
林
の
森

林
を
利
用
し
、
自
然
体
験
や
自
然
学
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
百
名
山
で
あ
る
妙
高
山
、

火
打
山
、
高
妻
山
が
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
利

用
者
が
多
く
訪
れ
ま
す
。

豪
雪
地
帯
で
あ
る
管
内
に
は
ス
キ
ー
場

も
多
く
、
冬
も
ま
た
ス
キ
ー
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

最
近
で
は
外
国
か
ら
の
ス
キ
ー
客
が
多

く
な
り
、
管
内
巡
視
な
ど
で
も
外
国
人
を

多
く
見
か
け
ま
す
。

一
方
で
、
マ
ナ
ー
違
反
の
コ
ー
ス
外
で

の
滑
走
者
も
あ
り
、
各
ス
キ
ー
場
で
は
対

策
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
森
林
事
務
所
は
、
観
光
資
源
の
多
い

こ
と
か
ら
地
域
の
関
係
団
体
な
ど
と
接
す

る
機
会
が
多
く
、
色
々
な
話
を
聞
く
機
会

が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
声
や
意
見
を
大
事
に
し
て
地
域

に
あ
っ
た
森
林
施
業
・
管
理
を
行
い
、
よ

り
良
い
森
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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